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研究開発の成果

・自動車や情報家電等の業界では通信ケーブルの細線化が進んでいる。通信ケーブルでは耐ノイズ性向
上と軽量化のため、被覆材として発泡樹脂が使用されている。発泡方法として化学発泡が使われているが、
①気泡径が大きく細線化に限界がある、②発泡剤の残さが残る、という２つの課題がある。本研究開発で
は、物理発泡の一種である二酸化炭素の超臨界発泡を利用し、上記課題の同時解決に取り組んだ。

■成果①：試作ラインの完成
・右写真の試作ラインを完成させた。
・IPF Japan 2017 (国際プラスチックフェア)に出展した。
■成果②：知的財産権の確立に向けた取組み
・本研究開発の成果（押出発泡成形用発泡剤拡散溶解・安定
化ユニット）に係る特許を出願した。
■成果③：最適成形条件の確立に向けた取組み
・「均一で安定的な発泡」のための成形条件の確立に取り組み、
一部材料については成形条件が掴めてきた。
・今後も研究開発を継続し、更に安定的・連続的な運転が可能
な成形条件の確立に取り組む。
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